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群馬県環境アドバイザーとは

 県が募集、地域の環境保全活動のリーダーとして、環境保全に強い意識を持つ方 が登録する環境ボランティア制度

 群馬県環境政策課に事務局

•平成４年度に創設し、令和6年4月から第13期が始動

•環境に関心を持ち、人と環境との関係や人間の経済活動が環境に及 ぼす影響を理解し、環境保全のための行動に移す人を

増やすことが、大 きな役割の一つ

2025年１月16日現在３2９名登録（ごみ部会登録者は１１１名）



群馬県環境アドバイザー連絡協議会

【目的】群馬県環境アドバイザー相互の連携を図る

【活動】協議会会則に沿った活動を行う

【役員】代表、副代表、部会長、委員長、幹事、書記

役員による幹事会は3ｹ月に1回県庁で開催

【部会】１委員会３部会が定期的に会合開催（主に前橋市内で）

・広報委員会

・自然環境部会

・ごみ部会

・温暖化エネルギー部会



これまでのごみ部会活動紹介

 毎月の定例会のほか、清掃工場、事業所見学会 など。 生ごみの水切りや、たい肥化への取り組み

 「ごみ減量活動事例報告会」（H.22～24）を経て、群馬県と共催で「みんなのごみ減量フォーラム」の開催（H.25

～R.1）



ぐんま５つのゼロ宣言（令和元年12月）

 「ぐんま5つのゼロ宣言実現条例」は、2050年に向けた「自然災害による死者ゼロ」「温室効果ガス排出量ゼロ」「災害時の停

電ゼロ」「プラスチックごみゼロ」「食品ロスをゼロ」にする目標を掲げて、令和４年３月に公布。

 宣言4 プラスチックごみ「ゼロ」

環境中に排出されるプラスチックごみをなくす

主な取組

 プラスチックのライフサイクル全体を通じた資源循環の構築

 ワンウェイプラスチックの使用削減、代替素材への転換促進

 プラごみの分別・資源循環推進 など



第13期のごみ部会の活動（R6.6～）

部会のメンバーはいろんな方がいるので、

まずはそれぞれのことを聞いてみよう

８月 量り売りのお店を経営されている栗原さん

１０月片付けのプロ・整理収納アドバイザーの三木さん

１２月 前橋市ごみ政策課の出前講座

１月 講師派遣してもらい江戸の循環の話を聞く

まだ始まったばかりですが・・・
定例会が話し合える場所

定例会は二か月に一回会議形式。その合間にスキマ活動として、何でもやってみよう！



8月23日定例会で「量り売り」について部会メンバーから話をしてもらう

どうして量り売りのお店を始めようと思ったの？
量り売りとごみの関係



それを受けて・・・スキマ行事
９月19日「量り売り」のお店で体験してみよう！！

 量り売りってどういう仕組み？

・・・・・・自分で欲しいだけ量って買えるんですね

だから、包装ごみも出ないし、必要な分だけ買えて、スッキリ気分！



食品だけじゃなく・・・・・
貸し瓶も！

いろんなことが学べて体験できました



テラサイクルの回収ボックスも設置！
歯ブラシ・スポンジ・アルミ付きの紙パックが回収される！

2025/3/3

この後、富岡市では、市
がすでに取り組んでいる
という情報も！



プラスチック回収拠点をラインで紹介しあう

富岡市生涯学習センターに設置された、
Loopの歯ブラシ回収箱とパイロットの使用
済みプラスチックペン・文房具の回収箱

高崎OPAに設置されているP＆Gのプラ容器回収箱



回収ボックスはいつか当たり前に
なってほしい

ユニクロ

無印良品



部会で、片付けの講座を聞きながら、環境フェスティバルで配布する
苗をいれる紙袋を新聞紙で作成



10月30日食品ロス削減全国大会に出展



江戸時代の循環型の暮らし方から今の暮らしを考える

作れるものは自作
ジーンズから作ったバック

資源回収に出せない紙ごみは
意外と多い



使い捨て容器削減を目指すREFILLの活動

2025/3/3

「プラスチックの海」
上映会の開催

イベントでは、化粧品を
アップサイクルしてできた
絵具を使って、絵を描くWS

Refill Japanの群馬県窓口団体「Refill ぐんま」



マイボトルに給水できるスポットと
持参容器で買い物のできる容器スポット
登録後マップ掲載



全国29地域で活動

2025/3/3



年末のごみ拾いイベントに参加
ごみから学ぶことは多い

アンカンミンカン富所さん主催イベント

目立つ格好でごみ拾いをしてアピール
県内から40名ほど参加のうち
アドバイザーは9名参加



分ければ資源・・・「ごみゼロゲーム」（2/11部会で開催）

市民は分別することができます
リユースもしますが、最終的には・・

作ったところ、売ったところで
回収する仕組みがあれば
ごみは減るのでは？

デポジット制ならなおのこと！

Loopのような仕組みが当たり前になれば！
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